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創る

垣

垣垣

垣

ノ

ノノ

ノ

島

遺

跡

島

遺

跡

島

遺

跡

島

遺

跡

（

（（

（

函

館

市

函

館

市

函

館

市

函

館

市

）

））

）

縄

文

時

代

中

期

後

半

（

約

４

５

０

０

年

前

）

の

大

規

模

な

集

落

遺

跡

で

あ

り

、

深

さ

２

ｍ

を

超

え

る

大

型

の

竪

穴

住

居

跡

な

ど

が

百

棟

以

上

確

認

さ

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

遺

跡

か

ら

は

、

ク

ジ

ラ

や

オ

ッ

ト

セ

イ

な

ど

の

海

洋

資

源

の

骨

や

ク

リ

な

ど

の

植

物

資

源

の

ほ

か

、

東

北

地

方

や

北

海

道

中

央

部

で

作

ら

れ

た

と

思

わ

れ

る

土

器

や

石

器

な

ど

の

遺

物

も

見

付

か

っ

て

お

り

、

活

発

な

交

易

が

行

わ

れ

、

地

域

の

拠

点

集

落

と

し

て

栄

え

た

こ

と

が

う

か

が

え

ま

す

。

ま

た

、

竪

穴

住

居

群

に

沿

っ

て

、

膨

大

な

量

の

土

器

や

石

器

等

の

道

具

類

が

出

土

し

て

お

り

、

鹿

角

で

作

っ

た

縫

い

針

が

折

っ

て

並

べ

ら

れ

て

い

る

ほ

か

、

火

を

焚

い

た

儀

式

の

痕

跡

も

確

認

で

き

る

こ

と

か

ら

、

役

割

を

終

縄

文

時

代

後

期

後

半

（

約

３

２

０

０

年

前

）

に

造

ら

れ

た

大

規

模

な

集

団

墓

地

で

す

。

地

面

を

円

形

に

掘

り

、

そ

の

土

を

周

囲

に

盛

り

、

ド

ー

ナ

ツ

状

の

土

塁

で

囲

っ

た

共

同

墓

地

で

あ

り

、

周

堤

の

外

径

は

最

大

で

75

ｍ

、

高

さ

は

底

面

か

ら

盛

土

の

頂

部

ま

で

５

ｍ

に

達

す

る

巨

大

な

も

の

も

あ

り

ま

す

。

周

堤

墓

は

石

狩

低

地

帯

の

南

部

に

集

中

し

て

お

り

、

単

独

で

存

在

す

る

の

で

は

な

く

、

複

数

で

対

を

成

し

て

造

ら

れ

て

い

る

こ

と

が

多

く

、

こ

の

よ

う

な

大

規

模

な

共

同

墓

地

の

出

現

は

、

こ

れ

ま

で

縄

文

社

会

の

中

で

は

見

ら

れ

な

か

っ

た

集

落

の

階

層

化

な

ど

、

社

会

構

造

の

変

化

を

示

す

極

め

て

重

要

な

も

の

で

す

。

札幌

室蘭

▶ 第１号周堤墓に沿って、

人が並んだ写真。周堤墓

の大きさがよくわかる

◀ 復元された集落跡

▶ 国内最大級の

盛土遺構

(白破線部分)

■

■■

■

キ

ウ

ス

キ

ウ

ス

キ

ウ

ス

キ

ウ

ス

周

堤

墓

群

周

堤

墓

群

周

堤

墓

群

周

堤

墓

群

（

千

歳

市

）

し

ゅ

う

て

い

ぼ

ぐ

ん

■

■■

■

大

船

遺

跡

大

船

遺

跡

大

船

遺

跡

大

船

遺

跡

（

函

館

市

）

お

お

ふ

ね

い

せ

き

縄

文

時

代

早

期

か

ら

後

期

（

約

９

千

年

前

～

約

３

千

年

前

）

の

集

落

遺

跡

で

あ

り

、

約

６

千

年

間

も

の

長

期

に

わ

た

り

定

住

し

て

い

た

拠

点

集

落

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

当

時

の

生

活

は

、

豊

か

な

海

の

恵

み

に

支

え

ら

れ

て

い

た

と

思

わ

れ

、

網

漁

に

使

わ

れ

た

と

思

わ

れ

る

石

の

重

り

が

出

土

し

て

い

る

ほ

か

、

子

供

の

足

形

を

粘

土

板

に

押

し

付

け

た

「

足

形

付

土

板

」

も

見

付

か

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

は

、

早

く

に

子

供

を

亡

く

し

た

親

が

形

見

と

し

て

大

切

に

保

管

し

、

親

が

亡

く

な

っ

た

と

き

に

一

緒

に

埋

葬

さ

れ

た

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

４

千

年

前

に

は

土

器

・

石

器

等

の

道

具

類

が

積

み

重

な

っ

て

で

き

た

国

内

最

大

級

の

盛

土

遺

構

（

高

さ

２

ｍ

、

長

さ

１

９

０

ｍ

）

が

造

ら

れ

た

と

考

え

ら

れ

て

お

り

、

祭

祀

・

儀

礼

の

空

間

と

し

て

当

時

の

精

神

性

を

示

す

遺

構

と

し

て

重

要

な

も

の

で

す

。

■

■■

■

垣

垣垣

垣

ノ

ノノ

ノ

島

遺

跡

島

遺

跡

島

遺

跡

島

遺

跡

（

函

館

市

）

か

き

の

し

ま

い

せ

き

え

た

モ

ノ

に

感

謝

す

る

た

め

に

祭

祀

が

行

わ

れ

て

い

た

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

◀ 子供の足跡が

付いた足形付

土版

▶ 密集して重なり合う

竪穴住居跡

◀ 周堤墓群の実測図。

８基の周堤墓が確認

されている

写真提供：函館市教育委員会、千歳市埋蔵⽂化財センター、伊達市教育委員会、森町教育委員会、洞爺湖町教育委員会、（公財）北海道埋蔵⽂化財センター

函館
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◆特集

◆特集◆特集

◆特集 「縄文」で地域創生

「縄文」で地域創生「縄文」で地域創生

「縄文」で地域創生

縄

文

時

代

後

期

前

半

（

約

４

千

年

前

）

に

造

ら

れ

た

環

状

列

石

と

集

団

墓

地

を

有

す

る

遺

跡

で

あ

り

、

道

内

最

大

規

模

で

あ

る

環

状

列

石

は

直

径

約

37

ｍ

の

ほ

ぼ

円

形

で

、

中

心

に

楕

円

形

の

石

が

あ

り

、

外

側

を

二

重

に

巡

る

環

状

の

石

が

配

置

さ

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

遺

跡

は

道

央

自

動

車

道

建

設

に

伴

う

発

掘

調

査

中

に

発

見

さ

れ

、

住

民

と

行

政

が

一

体

と

な

っ

て

保

存

運

動

に

取

り

組

み

、

高

速

道

路

の

建

設

を

ト

ン

ネ

ル

工

法

と

す

る

こ

と

で

、

遺

跡

の

保

存

が

決

定

さ

れ

ま

し

た

。

工

事

関

係

者

は

遺

跡

を

壊

さ

な

い

よ

う

手

作

業

で

掘

り

進

め

な

が

ら

ト

ン

ネ

ル

を

完

成

さ

せ

、

現

在

こ

の

遺

跡

は

道

央

自

動

車

道

の

森

イ

ン

タ

ー

チ

ェ

ン

ジ

か

ら

札

幌

方

面

に

向

か

う

ト

ン

ネ

ル

の

上

に

保

存

さ

れ

て

い

ま

す

。

現

在

、

鷲

ノ

木

遺

跡

は

関

連

資

産

と

し

て

位

置

づ

け

ら

れ

て

お

り

、

今

後

は

史

跡

整

備

を

進

め

な

が

ら

、

構

成

資

産

と

し

て

追

加

登

録

を

目

指

し

、

他

の

遺

跡

と

と

も

に

活

用

を

図

っ

て

い

く

予

定

で

す

。

縄

文

時

代

前

期

（

約

６

千

年

前

～

約

５

千

年

前

）

の

集

落

遺

跡

で

あ

り

、

有

数

の

貝

塚

分

布

地

帯

と

し

て

知

ら

れ

て

い

ま

す

。

当

時

の

気

候

は

今

よ

り

も

暖

か

く

、

海

岸

線

は

内

陸

に

あ

る

北

黄

金

貝

塚

の

近

く

ま

で

及

ん

で

い

た

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

そ

の

後

、

少

し

ず

つ

気

候

が

寒

く

な

る

に

つ

れ

て

、

海

岸

線

は

内

陸

か

ら

離

れ

て

い

き

ま

し

た

が

、

こ

の

遺

跡

に

あ

る

５

箇

所

の

貝

塚

は

海

岸

線

の

移

動

に

伴

い

造

ら

れ

た

と

推

測

さ

れ

て

お

り

、

自

然

環

境

の

変

化

に

応

じ

て

生

活

の

場

が

変

わ

っ

て

い

っ

た

こ

と

が

分

か

り

ま

す

。

ま

た

、

貝

塚

に

は

ハ

マ

グ

リ

や

ヒ

ラ

メ

な

ど

の

水

産

資

源

や

シ

カ

な

ど

ほ

乳

動

物

の

骨

な

ど

と

と

も

に

、

丁

寧

に

葬

ら

れ

た

人

の

墓

も

一

緒

に

発

見

さ

れ

て

い

る

ほ

か

、

湧

水

地

周

辺

に

は

調

理

な

ど

に

使

っ

た

石

皿

や

擦

石

（

す

り

い

し

）

が

大

量

に

集

積

さ

れ

た

場

所

垣

垣垣

垣

ノ

ノノ

ノ

島

遺

跡

島

遺

跡

島

遺

跡

島

遺

跡

（

（（

（

函

館

市

函

館

市

函

館

市

函

館

市

）

））

）

函館

■

■■

■

入

江

貝

塚

入

江

貝

塚

入

江

貝

塚

入

江

貝

塚

・

・・

・

高

砂

貝

塚

高

砂

貝

塚

高

砂

貝

塚

高

砂

貝

塚

（

洞

爺

湖

町

）

も

見

付

か

っ

て

い

ま

す

。

当

時

の

人

々

は

、

人

間

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

、

動

物

や

植

物

、

さ

ら

に

は

道

具

に

も

魂

が

宿

っ

て

お

り

、

役

割

を

終

え

た

と

き

に

は

「

そ

の

魂

を

送

る

」

と

い

う

祭

祀

が

行

わ

れ

て

い

た

と

推

測

さ

れ

、

ア

イ

ヌ

文

化

の

「

送

り

」

と

の

関

係

を

考

え

る

上

で

も

重

要

な

遺

跡

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

垣

垣垣

垣

ノ

ノノ

ノ

島

遺

跡

島

遺

跡

島

遺

跡

島

遺

跡

（

（（

（

函

館

市

函

館

市

函

館

市

函

館

市

）

））

）

■

■■

■

鷲

鷲鷲

鷲

ノ

ノノ

ノ

木

遺

跡

木

遺

跡

木

遺

跡

木

遺

跡

（

森

町

）

※

関

連

遺

産

■

■■

■

北

黄

金

貝

塚

北

黄

金

貝

塚

北

黄

金

貝

塚

北

黄

金

貝

塚

（

伊

達

市

）

き

た

こ

が

ね

か

い

づ

か

わ

し

の

き

い

せ

き

い

り

え

か

い

づ

か

た

か

さ

ご

か

い

づ

か

▶ 墓から出土した

ポリオに感染し

たと思われる人

骨（入江貝塚）

▶ 水場から発見

された大量の

擦石など

◀ 道内最大の

環状列石

入

江

貝

塚

は

縄

文

時

代

後

期

前

半

（

約

４

千

年

前

）

、

高

砂

貝

塚

は

縄

文

時

代

晩

期

（

約

３

千

年

前

）

に

形

成

さ

れ

た

貝

塚

を

伴

う

集

落

遺

跡

で

す

。

入

江

貝

塚

か

ら

は

15

基

の

墓

が

発

見

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

そ

の

中

で

四

肢

骨

が

極

端

に

細

い

大

人

の

人

骨

が

見

付

か

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

は

、

幼

少

期

に

ポ

リ

オ

（

急

性

灰

白

髄

炎

・

小

児

麻

痺

）

に

感

染

し

、

歩

け

な

く

な

っ

た

後

も

、

集

落

の

中

で

介

護

さ

れ

な

が

ら

十

数

年

間

生

活

し

て

い

た

と

推

察

さ

れ

ま

す

。

当

時

は

乳

幼

児

の

死

亡

率

が

極

め

て

高

か

っ

た

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

が

、

そ

う

し

た

厳

し

い

環

境

の

中

で

も

、

介

護

が

必

要

な

子

供

を

集

落

全

体

で

ケ

ア

し

て

い

た

と

考

え

ら

れ

て

お

り

、

世

界

の

先

史

文

化

の

中

で

も

極

め

て

珍

し

い

事

例

と

思

わ

れ

ま

す

。

高

砂

貝

塚

は

、

冷

涼

な

気

候

の

中

で

形

成

さ

れ

た

と

考

え

ら

れ

て

お

り

、

縄

文

後

期

以

降

の

墓

が

29

基

発

見

さ

れ

て

い

ま

す

。

◀ 復元された竪穴住居

▶ 土器に描かれた文

様は、北東北で出

土したものとの類

似性が指摘されて

いる

◀ 北海道に生息して

いないイノシシの

牙製品が出土。本

州と交易していた

と推測されている

（入江貝塚）
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創る

縄

文

縄

文

縄

文

縄

文

の

のの

の

知

恵

知

恵

知

恵

知

恵

を

ま

ち

づ

く

り

に

を

ま

ち

づ

く

り

に

を

ま

ち

づ

く

り

に

を

ま

ち

づ

く

り

に

生

生生

生

か

す

か

す

か

す

か

す

北

海

道

内

に

は

、

約

１

万

２

千

箇

所

（

平

成

29

年

４

月

現

在

）

の

遺

跡

が

あ

り

、

そ

の

94

％

が

縄

文

時

代

の

遺

跡

で

す

。

つ

ま

り

、

道

内

ほ

と

ん

ど

の

自

治

体

で

縄

文

遺

跡

が

見

付

か

っ

て

い

ま

す

。

こ

う

し

た

背

景

か

ら

、

縄

文

人

の

高

い

精

神

性

（

世

界

観

）

や

智

恵

を

生

か

し

、

こ

れ

か

ら

の

ま

ち

づ

く

り

の

方

策

を

探

る

こ

と

を

目

的

に

、

道

内

27

市

町

村

に

よ

る

「

北

海

道

縄

文

の

ま

ち

連

絡

会

」

を

平

成

22

年

10

月

に

設

立

し

ま

し

た

。

大

人

気

大

人

気

大

人

気

大

人

気

！

「

！

「

！

「

！

「

考

古

学

考

古

学

考

古

学

考

古

学

カ

フ

ェ

カ

フ

ェ

カ

フ

ェ

カ

フ

ェ

」

」」

」

連

絡

会

で

は

、

縄

文

時

代

の

遺

跡

の

魅

力

を

直

接

伝

え

る

た

め

、

札

幌

駅

前

地

下

歩

行

空

間

で

「

考

古

学

カ

フ

ェ

」

を

開

催

し

て

お

り

、

そ

れ

ぞ

れ

の

ま

ち

で

発

見

さ

れ

た

土

器

な

ど

を

持

ち

寄

り

、

加

盟

自

治

体

の

学

芸

員

が

出

土

品

を

直

接

解

説

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

こ

の

イ

ベ

ン

ト

で

は

、

石

器

づ

く

り

の

デ

モ

ン

ス

ト

レ

ー

シ

ョ

ン

や

勾

玉

づ

く

り

の

体

験

世

界

遺

産

登

録

世

界

遺

産

登

録

世

界

遺

産

登

録

世

界

遺

産

登

録

か

ら

が

か

ら

が

か

ら

が

か

ら

が

勝

負

勝

負

勝

負

勝

負

こ

れ

ま

で

も

連

絡

会

で

は

、

世

界

文

化

遺

産

の

推

薦

候

補

の

資

産

に

も

勝

る

と

も

劣

ら

な

い

素

晴

ら

し

い

遺

跡

が

道

内

に

た

く

さ

ん

あ

る

こ

と

を

Ｐ

Ｒ

し

て

き

て

お

り

、

「

北

海

道

・

北

東

北

の

縄

文

遺

跡

群

」

が

世

界

文

化

遺

産

に

登

録

さ

れ

る

こ

と

に

な

れ

ば

、

よ

り

一

層

道

内

の

縄

文

遺

跡

に

関

心

が

向

け

ら

れ

る

も

の

と

思

わ

れ

ま

す

。

こ

の

機

会

に

、

道

内

の

遺

跡

な

ど

を

ア

ピ

ー

ル

し

、

道

民

全

体

が

誇

り

を

持

て

る

よ

う

な

取

組

を

こ

れ

か

ら

も

進

め

て

い

き

ま

す

。

学

習

を

行

っ

て

お

り

、

大

人

か

ら

子

供

ま

で

楽

し

め

る

内

容

と

な

っ

て

い

ま

す

。

先

史

時

代

の

人

々

の

生

活

の

一

場

面

を

札

幌

の

中

心

部

で

体

感

で

き

、

遺

跡

や

文

化

財

に

興

味

を

持

た

な

い

人

に

も

楽

し

ん

で

も

ら

え

る

内

容

で

あ

る

こ

と

か

ら

、

平

成

30

年

６

月

に

開

催

し

た

「

考

古

学

カ

フ

ェ

２

０

１

８

」

に

は

１

万

人

近

い

来

場

者

が

訪

れ

ま

し

た

。

▲ 縄文カフェで学芸員が遺跡や

出土品の魅力を解説

▲ 石器づくりの実演

民

間

主

体

民

間

主

体

民

間

主

体

民

間

主

体

で

でで

で

気

運

醸

成

気

運

醸

成

気

運

醸

成

気

運

醸

成

を

をを

を

「

北

の

縄

文

道

民

会

議

（

正

式

名

称

：

北

海

道

・

北

東

北

の

縄

文

遺

跡

群

の

世

界

遺

産

登

録

を

め

ざ

す

道

民

会

議

）

」

は

、

よ

り

多

く

の

人

た

ち

に

北

海

道

の

縄

文

文

化

の

素

晴

ら

し

さ

や

魅

力

を

知

っ

て

も

ら

い

、

縄

文

遺

跡

群

の

世

界

遺

産

登

録

に

向

け

た

気

運

を

盛

り

上

げ

て

い

く

た

め

、

経

済

界

や

学

識

経

験

者

な

ど

幅

広

い

民

間

人

を

中

心

と

し

て

、

平

成

24

年

４

月

に

設

立

し

ま

し

た

。

現

在

、

個

人

と

法

人

を

合

わ

せ

て

会

員

数

国

内

外

か

ら

訪

れ

る

観

光

客

の

方

々

に

、

北

海

道

の

縄

文

文

化

の

価

値

や

魅

力

を

伝

え

、

縄

文

フ

ァ

ン

の

拡

大

に

向

け

た

取

組

を

行

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

道

民

会

議

で

は

道

内

の

旅

行

業

者

と

連

携

し

、

「

聞

い

て

・

見

て

・

触

れ

て

・

学

ん

で

体

験

す

る

」

を

テ

ー

マ

に

、

道

内

外

の

縄

文

遺

跡

を

巡

る

ツ

ア

ー

を

企

画

し

て

い

ま

す

。

各

自

治

体

の

学

芸

員

の

協

力

を

い

た

だ

き

な

が

ら

、

現

地

で

実

際

の

発

掘

当

時

の

状

況

な

ど

を

詳

し

く

解

説

す

る

こ

と

で

、

▲ ＨＰでは個性豊かな土偶がデザイン

されたポストカードも販売している

国宝「中空土偶」（提供：函館市教育委員会）

重要文化財「土面（千歳市ママチ遺跡）」

（提供：国 ※文化庁保管）
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考

古

学

考

古

学

考

古

学

考

古

学

の

のの

の

視

点

視

点

視

点

視

点

で

でで

で

縄

文

縄

文

縄

文

縄

文

を

をを

を

考

考考

考

え

る

え

る

え

る

え

る

平

成

28

年

４

月

に

開

室

し

た

「

札

幌

国

際

大

学

縄

文

世

界

遺

産

研

究

室

」

で

は

、

「

北

海

道

・

北

東

北

の

縄

文

遺

跡

群

」

の

世

界

遺

産

登

録

に

向

け

、

地

域

の

方

々

と

一

緒

に

な

っ

て

世

界

遺

産

推

進

運

動

や

世

界

遺

産

を

活

用

し

た

地

域

お

こ

し

な

ど

の

取

組

を

行

う

と

と

も

に

、

学

内

外

で

の

講

演

会

や

展

示

会

な

ど

の

開

催

に

よ

り

、

縄

文

の

魅

力

を

発

信

し

て

い

ま

す

。

縄

文

縄

文

縄

文

縄

文

の

のの

の

魅

力

魅

力

魅

力

魅

力

を

をを

を

札

幌

札

幌

札

幌

札

幌

で

でで

で

伝

伝伝

伝

え

る

え

る

え

る

え

る

研

究

室

で

は

、

学

内

展

示

室

と

ホ

ー

ル

内

で

、

道

内

各

地

の

遺

跡

に

ス

ポ

ッ

ト

を

当

て

、

遺

跡

や

出

土

遺

物

な

ど

を

紹

介

し

て

お

り

、

こ

れ

ま

で

に

、

「

北

海

道

・

北

東

北

の

縄

文

遺

跡

群

」

の

構

成

資

産

と

な

っ

て

い

る

遺

跡

の

ほ

か

、

礼

文

島

、

札

幌

市

、

十

勝

地

方

、

石

狩

川

流

域

な

ど

の

遺

跡

を

取

り

上

げ

て

い

ま

す

。

展

示

場

は

一

般

公

開

し

て

お

り

、

地

域

の

方

は

も

ち

ろ

ん

、

国

内

外

か

ら

の

観

光

客

も

見

学

で

き

ま

す

。

ま

た

、

「

縄

文

太

鼓

と

舞

踊

の

夕

べ

」

な

ど

の

イ

ベ

ン

ト

を

開

催

し

、

縄

文

文

化

に

親

し

む

取

組

も

行

っ

て

い

る

ほ

か

、

伊

達

市

の

「

だ

て

噴

火

湾

縄

文

ま

つ

り

」

な

ど

に

学

生

等

が

参

加

し

、

体

験

学

習

の

サ

ポ

ー

ト

や

展

示

品

の

解

説

を

行

う

な

ど

、

学

生

た

ち

の

学

び

の

場

を

広

げ

る

と

と

も

に

、

地

域

の

活

動

の

支

援

に

結

び

付

く

取

組

も

行

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

の

活

動

は

、

札

幌

国

際

大

学

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

や

T

w

i

t

t

e

r

（

ツ

イ

ッ

タ

ー

）

等

を

通

し

て

、

全

世

界

に

そ

の

内

容

を

発

信

し

て

い

ま

す

。

世

界

遺

産

世

界

遺

産

世

界

遺

産

世

界

遺

産

を

をを

を

守

守守

守

り

りり

り

伝

伝伝

伝

え

る

え

る

え

る

え

る

人

材

人

材

人

材

人

材

を

をを

を

縄

文

遺

跡

群

の

世

界

遺

産

登

録

が

実

現

す

る

た

め

に

は

、

広

く

北

海

道

・

北

東

北

の

方

々

の

応

援

が

必

要

で

す

。

研

究

室

で

は

、

将

来

に

わ

た

っ

て

世

界

遺

産

を

保

存

し

、

北

海

道

の

貴

重

な

遺

産

を

守

り

、

活

用

し

て

い

く

人

材

を

育

成

す

る

た

め

、

こ

れ

か

ら

も

取

組

を

続

け

て

い

き

ま

す

。

▲ Twitterを活用した情報発信

▲ イベントでの出土品の解説

が

６

０

０

を

超

え

、

出

土

品

の

展

示

や

セ

ミ

ナ

ー

、

イ

ベ

ン

ト

を

開

催

す

る

な

ど

縄

文

文

化

の

魅

力

や

価

値

の

発

信

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

国

内

外

国

内

外

国

内

外

国

内

外

に

にに

に

縄

文

文

化

縄

文

文

化

縄

文

文

化

縄

文

文

化

の

フ

ァ

ン

を

の

フ

ァ

ン

を

の

フ

ァ

ン

を

の

フ

ァ

ン

を

！

！！

！

道

民

会

議

で

は

、

道

内

各

地

で

活

動

し

て

い

る

縄

文

関

係

団

体

と

連

携

し

、

「

さ

っ

ぽ

ろ

雪

ま

つ

り

」

の

開

催

時

期

に

合

わ

せ

て

「

縄

文

雪

ま

つ

り

」

を

開

催

し

、

国

宝

の

中

空

土

偶

の

複

製

な

ど

を

展

示

す

る

こ

と

で

、

よ

り

深

い

理

解

を

得

ら

れ

る

よ

う

な

内

容

と

な

っ

て

お

り

、

参

加

者

の

満

足

度

も

高

く

、

リ

ピ

ー

タ

ー

も

増

え

て

い

ま

す

。

世

界

文

化

遺

産

世

界

文

化

遺

産

世

界

文

化

遺

産

世

界

文

化

遺

産

の

のの

の

登

録

登

録

登

録

登

録

に

にに

に

向

向向

向

け

て

け

て

け

て

け

て

道

民

会

議

で

は

、

こ

れ

か

ら

も

北

海

道

の

縄

文

文

化

が

長

く

親

し

ま

れ

、

次

の

世

代

に

も

受

け

継

が

れ

る

財

産

と

な

る

よ

う

、

そ

の

素

晴

ら

し

さ

や

魅

力

を

よ

り

多

く

の

方

々

に

知

っ

て

い

た

だ

く

た

め

の

情

報

発

信

を

行

っ

て

い

き

ま

す

。

▲ 縄文遺跡を巡るツアーの状況
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◆地域が動く・プロジェクト最前線①

創る

地

元

の

漁

師

は

恋

し

て

い

ま

す

一

般

的

に

牡

蠣

と

い

え

ば

、

身

が

大

き

く

て

、

プ

リ

ッ

と

し

た

も

の

を

イ

メ

ー

ジ

す

る

と

思

い

ま

す

。

し

か

し

、

サ

ロ

マ

湖

で

獲

れ

る

牡

蠣

は

一

般

的

な

牡

蠣

よ

り

も

小

粒

な

の

が

特

徴

で

す

。

通

常

の

牡

蠣

は

２

～

３

年

物

が

水

揚

げ

さ

れ

ま

す

が

、

サ

ロ

マ

湖

の

漁

場

環

境

と

漁

業

資

源

を

包

括

的

に

管

理

す

る

サ

ロ

マ

湖

養

殖

漁

業

協

同

組

合

が

設

定

し

た

ル

ー

ル

に

よ

り

、

サ

ロ

マ

湖

の

牡

蠣

は

最

長

で

も

２

年

物

ま

で

し

か

水

揚

げ

で

き

な

い

こ

と

に

よ

る

も

の

で

す

。

サ

ロ

マ

湖

は

オ

ホ

ー

ツ

ク

海

と

佐

呂

間

別

川

や

芭

露

川

（

ば

ろ

う

が

わ

）

な

ど

海

水

と

淡

水

が

混

ざ

り

合

う

汽

水

湖

で

あ

る

た

め

、

牡

蠣

の

餌

と

な

る

プ

ラ

ン

ク

ト

ン

が

豊

富

で

、

サ

ロ

マ

湖

で

育

っ

た

小

さ

な

身

の

中

に

は

、

旨

み

が

ギ

ュ

ッ

と

凝

縮

さ

れ

、

牡

蠣

特

有

の

磯

臭

さ

も

な

く

、

ク

セ

の

な

い

牡

蠣

が

育

ち

ま

す

。

ま

た

、

平

成

28

年

に

東

京

で

開

催

さ

れ

た

「

日

本

全

国

牡

蠣

祭

り

～

オ

イ

ス

タ

ー

グ

ラ

ン

プ

リ

２

０

１

６

」

※

で

は

、

サ

ロ

マ

湖

で

育

っ

た

２

年

牡

蠣

が

グ

ラ

ン

プ

リ

優

勝

に

輝

き

、

サ

ロ

マ

湖

産

の

牡

蠣

は

、

地

元

漁

師

の

自

信

作

と

な

っ

て

い

ま

す

。

北

海

道

の

北

東

部

、

オ

ホ

ー

ツ

ク

海

に

面

し

た

湧

別

町

は

、

道

内

最

大

の

湖

「

サ

ロ

マ

湖

」

を

擁

す

る

雄

大

な

景

色

を

楽

し

ま

せ

て

く

れ

る

町

で

す

。

そ

の

湧

別

町

で

地

元

の

漁

業

協

同

組

合

が

中

心

と

な

っ

て

、

特

産

品

の

一

つ

で

あ

る

生

食

用

の

１

年

牡

蠣

（

カ

キ

）

の

ブ

ラ

ン

ド

化

に

取

り

組

ん

で

い

る

「

漁

師

が

恋

し

た

小

さ

な

牡

蠣

Ｃ

Ｏ

Ｙ

Ｓ

Ｔ

Ｅ

Ｒ

」

に

つ

い

て

お

話

を

伺

い

ま

し

た

。

北

限

の

1

年

牡

蠣

を

地

域

の

ブ

ラ

ン

ド

に

サ

ロ

マ

湖

産

の

牡

蠣

の

ブ

ラ

ン

ド

化

に

取

り

組

ん

で

い

る

湧

別

漁

業

協

同

組

合

で

は

、

従

前

、

１

年

物

の

牡

蠣

を

む

き

身

で

出

荷

し

、

２

年

物

は

殻

付

き

と

む

き

身

で

出

荷

す

る

の

が

主

流

で

し

た

。

し

か

し

、

１

年

物

の

牡

蠣

の

む

き

身

は

、

水

揚

げ

が

ピ

ー

ク

と

な

る

12

月

頃

に

出

荷

数

量

が

過

剰

に

な

る

と

、

通

常

１

㎏

当

た

り

２

千

円

前

後

で

推

移

し

て

い

る

も

の

が

、

千

円

を

割

る

こ

と

が

た

び

た

び

あ

り

ま

し

た

。

価

格

の

下

落

を

防

ぐ

た

め

に

漁

業

協

同

組

合

と

し

て

何

か

で

き

な

い

も

の

か

と

考

え

て

い

た

と

こ

ろ

、

地

元

の

（

株

）

Ｙ

Ｂ

Ｔ

よ

り

「

湧

別

サ

ロ

マ

湖

産

の

牡

蠣

を

北

限

牡

蠣

と

し

て

ブ

ラ

ン

ド

化

し

て

み

て

は

ど

う

か

」

と

の

話

が

あ

り

ま

し

た

。

そ

こ

で

、

全

国

的

に

ま

だ

知

ら

れ

て

い

な

い

食

材

を

ブ

ラ

ン

ド

化

し

て

い

く

こ

と

に

特

化

し

た

東

京

に

あ

る

専

門

会

社

を

紹

介

さ

れ

、

共

同

企

画

と

し

て

１

年

物

の

牡

蠣

を

全

国

に

Ｐ

Ｒ

す

る

ブ

ラ

ン

ド

化

の

取

組

が

平

成

29

年

に

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。

※ （株）ゼネラル・オイスター（本社：東京都中央区）が主催するコンテスト

湧別町

ゆうべつちょう

（

取

材

者

中

山

、

貝

澤

、

橋

場

）




